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練習船「青雲丸」 

神戸港でテロ対策合同実動訓練に参加 
 

航海訓練所は、平成２０年２月１４日（木）、神戸市、神戸海上保安部などで構成する神戸

港保安委員会主催のテロ対策合同実動訓練に参加します。当所からは、練習船「青雲丸」を同

訓練の実施場所として提供し、乗船している乗組員及びＯＤＡ実習生も訓練に参加します。 

 練習船「青雲丸」の同訓練への参加は、昨年に引き続き今回が２回目となります。昨年の参

加は、国内外の海上運送の安全と安定への貢献を理念とする当所にとって、大きな経験となり

ました。今年も同訓練への参加を活かし、職員・乗組員はもとより将来の我が国海運産業を担

う実習生に対する安全や緊急対応に関する訓練の充実に努めてまいります。 

 なお、訓練の詳細については、別紙の神戸港保安委員会（事務局：神戸市みなと総局経営企

画部総務課）公表資料を参照願います。 

 

 
 
【配布先】国土交通省交通運輸記者会 
 
 なお、神戸現地では、神戸港保安委員会から、別紙資料を神戸市政記者クラブ、兵庫県警察本

部記者クラブ、神戸海運記者クラブ、神戸市民放記者クラブ、兵庫県警察本部民放記者クラブに対

して配布します。 

 

 
 
◆問い合わせ先 
この広報資料について        独立行政法人 航海訓練所 事務局総務課 

担当：小澤、岡田   電話：０４５－２１１－７３０３ 
神戸港テロ対策合同実働訓練について 神戸港保安委員会（事務局：神戸市みなと総局経営企画部総務課) 

    担当：神原、五十嵐 電話：０７８－３２２－５６５９ 
 

独立行政法人 航海訓練所   広 報 資 料 
National Institute for Sea Training 
Independent Administrative Institution 

平成２０年２月７日

  

 

（参考） 

練習船「青雲丸」（せいうんまる） 

総 ト ン 数：５，８９０トン 

全     長：１１６．００ｍ 

船     長：八田 一郎 

          （はった いちろう） 



記者提供資料（平成 20 年 2 月 7 日） 

神戸港保安委員会（事務局：神戸市みなと総局経営企画部総務課） 

ＴＥＬ：078-322-5669 

 

神戸港テロ対策合同実動訓練の実施（2月 14 日）について 
 

 

◆目的◆ 

  神戸港におけるテロ事案発生時の各機関の対応能力の向上及び連携強化を

目指して、毎年度「神戸港保安委員会」の主催により神戸港テロ対策合同実

動訓練を実施しています（合同実動訓練としては４回目、合同図上訓練と合

わせると７回目）。 

北海道洞爺湖サミットや神戸で開催されるＧ８環境大臣会合を控えており、

幅広い機関から多数の参加を得ながら、独立行政法人航海訓練所の「青雲丸」

を外航客船に見立て、同船に対するテロを想定した実動訓練を実施しますの

で、お知らせいたします。 

 

◆日時◆ 

  平成 20 年 2 月 14 日（木） 13 時 00 分～16 時 00 分（予定） 

（当日の天候等の状況によって、訓練を中止することがあります） 

 

◆場所◆ 

  神戸港新港第４突堤 Q1 岸壁、神戸ポートターミナル（神戸市中央区新港町） 

  独立行政法人航海訓練所「青雲丸」（外航定期旅客船と想定） 

 

◆参加機関・団体◆ 

（１）神戸港危機管理コアメンバー機関等 

   第五管区海上保安本部、神戸海上保安部、兵庫県警察本部、同機動隊、

神戸水上警察署、神戸税関、大阪入国管理局神戸支局、近畿地方整備局、

神戸運輸監理部、神戸市危機管理室、神戸市消防局、神戸市水上消防署、

神戸市みなと総局 

（２）特別参加 

独立行政法人航海訓練所、神戸ポートターミナル指定管理者、警備会社 

（３）神戸港内の国際港湾施設の関係者、外航客船や内航フェリーの関係者、

神戸港保安委員会や神戸港保安対策協議会の構成団体 

 

◆訓練内容◆ 

（１）現地合同調整所を核とした情報の共有と活動の調整 

（２）負傷者の救出・救助  （船舶、岸壁） 

（３）乗客・乗員の避難誘導 （船舶、岸壁、ターミナル） 

別紙 



（４）逃走を企てた犯人の捕捉・逮捕 （船舶、岸壁） 

（５）警戒態勢のもとでの入国審査・旅具検査（ＣＩＱ検査室） 

（６）爆発物の発見・処理 （岸壁） 

（７）安全の確認     （船内、ターミナル） 

 

◆参加人員など◆ 

  約 200 名（青雲丸に乗船している ODA 実習生 38 名を含む） 

車両 19 台（爆発物処理車、高所活動車等）、練習船 1隻、巡視艇等 6艇 

 

◆お問い合わせ◆ 

  神戸市みなと総局経営企画部総務課（神原、五十嵐） TEL  078-322-5669 

 

◆その他◆ 

（１）雨天決行としますが、事案発生等の事情により訓練の一部または全部を

中止する場合があります。 

（２）通常は立入が制限されているＣＩＱ検査室や埠頭側制限区域にもご案内

いたしますので、希望される報道機関は、平成 20 年 2 月 13 日正午までに

別紙取材予定票によりご連絡をお願いします。 

なお、訓練の支障となる船内の全部や岸壁の一部は立入禁止とさせてい

ただきますので、ご了承ください。 

 

◆訓練実施場所◆ 

 別紙のとおり 

 

 

 

参考：神戸港保安委員会 

神戸港における各機関の連携による保安の向上と入出管理の強化を図るこ

とを目的として設置された委員会で、24 の関係行政機関・民間団体により構

成されています。 

 

参考：ＣＩＱ 

  税関（Customs）、出入国審査（Immigration）、検疫（Quarantine）の頭文

字。新港第４突堤の神戸ポートターミナルでは、出入国審査や旅具検査が行

なわれる２階のＣＩＱ検査室を指しています。 

 

 

＊ この資料は、市政記者クラブ、兵庫県警察本部記者クラブ、海運記者クラブ、民放

記者クラブ、兵庫県警察本部民放記者クラブに配布しています。 
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